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I.創傷 ･オス トミー･失禁専門ナース (WOCナース)
養成コース
日本では平成7年から日本看護協会による認定看護師
制度が発足し､中でも創傷 ･オス トミー ･失禁看護認定
看護師 (WOCナース)は20名あまりが活躍している1)｡
WOCナースによる創傷ケアは､もともと米国のEnteros-




















































































































































































































































































































































































































大 きな外科的処置 を要 しない創部の処置は､すべて
WOCナースが行っていた｡また､入院患者に対するケ
アでは､極端な見方をすれば､包帯交換係のように次々
とプロフォアの巻き直し､フットケア､蒋唐の ドレッシ
ング交換とこなしていた｡しかし､創部のアセスメント､
最も多い通常の壊死組織のデブリー トメント､ ドレッシ
ングの選択はまったくWOCナースの役割であ り､自ら
判断し､記録 し､病棟のスタッフナースやホームケアナ
ースに指示を出す｡医師はWOCナースに慢性創傷の日々
のケアをまかせることができ､本来の治療に専念できる
のである｡
その他､患者に対する教育や､スタッフナースの教育
もWOCナースの役割である｡多 くのパンフレットをそ
ろえ､各病棟詰め所にアセスメント方法をポスターにし
て貼 りだし､病院での創傷ケアシステムを構築 ･維持す
るのも彼女らの重要な仕事であった｡その他､WOCナ
ース養成コースのプリセプターとして､実習指導にもあ
たっていた｡
おわりに
日本では､WOCナースの制度が始まり､ス トー マケア､
蒋癒ケア､失禁ケアを中心に発展をはじめた状況である｡
今後､様々な慢性創傷ケアがナースの専門分野として確
立されていくと考えられる｡私たちは､米国の実践に学
びながら､質の高いケアを実践できる､優れた臨床家を
育てる専門的看護教育の必要性を痛感した｡最後に､日
米の関係者の方々に､この研修の機会を与えていただい
たことに深 く感謝 したい｡
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